
脱型前にゲート部だけを外から簡単に抜取れ、その後製品を脱型する

ことができるので、製品がスムーズに脱型できます。

ゲートの収縮が製品へ影響せず表面にヒケがほとんど出ないため、

美しい注型品が出来ます。

製品に金型と同等なデートマーク（製造年月）が刻印されるため、　　

トレーサビリティ（追跡調査）が可能となり、試作品や製品ロットの

管理が容易になります。

ゲートは取れる時代です。

デートマークの刻印で製品管理を容易に。

特 許
申請中

真 空 注 型 革 命

ゲートが 取れる！

ゲート処理の現状
・ゲート処理は昔からの悩みのタネでした。

・サイドゲート方式も考えられましたが、処理は残りました。
・次にゲートに「玉」を入れることが考えられ
　ましたが、それでも処理は残りました。

ゲート処理の悩みを全て解決します。

正に真空注型の革命です。
一度お試し下さい。

「ゲートレ」を上型（注入口）にセットして注型し、
　脱型前に固まったゲートと一緒に引き抜くだけ！
・ゲート処理は一切不要！
・仕上がりは抜群！
・その上、製造年月が刻印されます。

（新商品）（新商品）

！




